
                             

                             

                             

                             

 [第 332 号］             北日野公民館だより              令和 5 年 11 月 15 日 

 

人
と
は
何
か
？ 

 

人
以
外
の
動
物
に
は
死
ぬ
と
い
う
概
念
が
な
い
。
だ
か
ら
今
の
瞬

間
、
瞬
間
を
必
死
に
生
き
て
い
る
。
明
日
の
こ
と
な
ど
考
え
て
い
な

い
。
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
熊
も
た
だ
自
身
を
守
る
た
め
の
行
動
で

精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
る
。
人
に
危
害
を
与
え
る
こ
と
な
ど
意
図
し

て
い
な
い
。
一
方
、
人
は
高
度
な
脳
を
持
っ
た
が
ゆ
え
に
死
を
認
識

す
る
。
死
を
認
識
す
る
か
ら
生
を
考
え
る
。
宗
教
や
文
化
は
す
べ
て

死
生
観
に
根
差
し
て
い
る
。
死
と
生
を
考
え
る
か
ら
医
者
に
行
っ
た

り
、
自
身
を
正
当
化
し
た
り
、
他
人
を
だ
ま
し
た
り
、
究
極
的
に
人

殺
し
も
す
る
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ア
ラ
ブ
諸
国
と
イ
ス
ラ
エ

ル
だ
け
で
な
く
世
界
各
地
で
常
に
民
族
戦
争
が
起
き
て
い
る
。
戦
争

や
い
じ
め
は
永
遠
に
な
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
戦
争
の
反
対
語
は
平

和
だ
。
そ
の
平
和
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
国
際
連
合
が
で
き
た

と
聞
く
が
、
わ
が
ま
ま
な
覇
権
国
家
や
自
国
第
一
主
義
や
排
他
的
仲

間
作
り
を
し
て
機
能
不
全
の
組
織
に
な
っ
て
い
る
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

は
「
一
人
殺
せ
ば
殺
人
者
で
百
万
人
殺
せ
ば
英
雄
と
な
る
」
と
戦
争

を
皮
肉
っ
た
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
は
英
国
勲
章
を
戦
争
功
労
者
へ
の
勲
章

と
同
じ
な
ら
要
ら
な
い
と
返
上
し
た
。
今
、
我
が
国
の
国
会
中
継
を

観
て
い
る
と
、
国
会
議
員
と
は
国
民
の
た
め
に
安
全
安
心
を
考
え
る

は
ず
な
の
に
政
党
間
で
論
理
、
手
法
が
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
噛

み
合
っ
て
い
な
い
。
党
利
党
略
、
駆
け
引
き
、
我
こ
そ
が
大
将
の
集

大
成
だ
。
日
本
国
民
の
頭
の
中
が
平
和
ボ
ケ
だ
か
ら
こ
ん
な
国
会
な

の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
「
政
治
が
三
流
な
の
は
、
国
民
が
三
流
」

と
同
義
語
。
我
家
の
愛
犬
は
、
何
一
つ
愚
痴
を
言
わ
ず
、
今
の
瞬
間

を
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
る
。
人
と
ど
ち
ら
が
幸
せ
な
の
だ
ろ
う

か
。 

Ｔ
．
Ｎ 

試走   撮影：日野フォトクラブ  

北日野地区の人口  4,187 名(10 月比 +1)）（男 2,024 名 女 2,163 名）外国人含む 1,577 世帯(10 月比+2） 令和 5年 11月１日現在 

 



                             

                             

                             

              
 

 
               

       〈地区の将来像〉  豊かな自然と誇れるふるさとづくり      令和 5年 11 月 15 日（2）    

 

令
和
五
年
十
月
二
十
九
日
（
日
）
、
十
二
時
十

分
よ
り
、
恒
例
の
表
彰
式
が
北
日
野
小
学
校
体
育

館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
三
十
一
名

の
中
、
二
十
七
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
さ
れ
、

名
前
を
呼
ぶ
と
大
き
な
返
事
で
元
気
よ
く
表
彰
式

に
臨
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
歯
磨
き
を
し
っ
か
り
と
行
っ

て
、
健
康
な
歯
で
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

健
康
づ
く
り
推
進
員
会 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十
一
月
十
二
日
（
日
）
、
北
日
野
公
民
館
に
お
い
て
、
自

治
振
興
会
安
全
防
災
部
に
よ
る
、
令
和
五
年
度
の
地
区
防

災
訓
練
と
、
日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
大
規
模
災
害
に
対
す
る
気
の
ゆ
る
み
の
引
き

し
め
を
ね
ら
い
と
し
ま
し
た
。
「
危
機
感
」
「
危
機
予
知
」

な
ど
を
養
っ
て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
八
月
に
南
越
前
町
で

発
生
し
た
豪
雨
災
害
時
に
、
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
た
方
々

に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
実
に
生
々
し
い
当
時
の
状

況
や
、
現
在
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ

き
、 

「
災
害
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も 

予
期
し
な
い
と
き
」

に
起
こ
る
こ
と
、
普
段
か
ら
備
え
と
心
構
え
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
日
赤
奉
仕
団
の
炊
き
出
し
訓
練
で
作
っ
た
お

に
ぎ
り
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

多
く
の
参
加
者
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

安
全
防
災
部 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

帆
山
町
創
作
館
ま
つ
り 

 
 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
五
日
（
日
）
、
帆
山
町
創
作
館
ま
つ
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

一
本
立
て
菊
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
、
米
寿
者
、
新
一
年
生
入
学
児
童

に
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

振
舞
い
に
は
お
ろ
し
そ
ば
、
焼
き
鳥
、
創
作
館
横 

の
畑
で
収
穫
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
用
し
た
サ
ツ 

マ
イ
モ
ご
飯
、
焼
き
芋
な
ど
心
尽
く
し
の
品
々
が
並 

び
ま
し
た
。
日
野
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
演
奏
に
会
場
は 

盛
り
上
が
り
、
町
民
一
層
の
親
睦
が
図
ら
れ
楽
し
い 

ひ
と
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。 

大
屋
町
の
千
石
岩 

そ
の
昔
、
日
野
川

が
大
雨
な
ど
で
洪
水

の
時
、
濁
流
が
流
れ

込
み
、
中
で
も
大
屋

町
近
辺
に
は
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
勢
い
よ
く
流

れ
込
ん
だ
濁
流
は
、

大
屋
町
の
大
き
な
岩

に
ぶ
ち
当
た
り
、
東

の
方
に
流
れ
の
向
き

を
変
え
、
大
屋
町
の

農
家
の
田
を
水
害
か

ら
守
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 



                             

                             

                             

                             

 （3）令和 5年 11 月 15 日   ＜地区の将来像＞暮らしの安全、快適生活とインフラ整備            

１1 月～１２月の予定 
 

11 月 16 日(木)  企画委員会 
   18 日(土)  味噌を使った料理教室 
     26 日(日)  囲碁ボール・ボッチャ大会 
   28 日(火) 歴史セミナー 
12 月 12 日(火) 歴史セミナー 

  23 日(日)  しめ縄作り 
 
休館日 毎週月曜日 11 月 23 日        
           12 月 28.29.30.31 

 
 

 
  

 男の子 2 人（園児）と妊娠中の母です。出産は里帰りする予
定ですが、私の両親が働いていることもあって、息子たちはし
ばらくパパと過ごすことになっています。妊娠 8 ヶ月、9 ヶ月
となるにつれ、不安のほうが大きくなっていきました。動きが
鈍くなって、思うように抱っこをしてあげられなかったり、
日々の甘えとわがままに相変わらず強く当たってしまったり
と、まだ小さくて私に甘えたい 2 人に無理を言うことが多かっ
たなと反省することも多くなりました。そして、いよいよ里帰
りする日。朝ごはんと着替えをすませ、パパと保育園にでかけ
る前に玄関で、「今日からしばらくママは家にいないからね」
と言うと、長男は私のまん丸なお腹をさわりながら、「元気な
赤ちゃんを産んでね」とニコッとすると、そのままパパと次男
がいるほうへ走っていきました。私の目から涙があふれ、しば
らく茫然としてしまいました。泣いたり、離れなくなったりす
るのかと思っていたので予想外の長男の反応に驚くと同時に、
里帰り出産中の不安を軽減してもらうことにもなったのです。
私が思う以上に息子は状況を理解していました。子どもの成長
を感じた瞬間でした。 

北日野駐在所だより №６８ 

「突風・竜巻」にご注意を!! 
皆さんご存知でしょうか？ 
１１月は、竜巻や突風が起こりやすい月です。 
 過去最大の死者数となった北海道佐呂間町竜巻災害も 2006 年
の 11 月 7 日に発生しました。突風は「ダウンバースト」とも呼
ばれ、上空から吹き下ろしてきた風が地表にぶつかって四方に広
がることで起こります。竜巻は積乱雲に伴う強い上昇流による渦
巻きで、漏斗雲という柱状の曇を伴うのが特徴です。突風も竜巻
も大きく分けて「寒冷前線」と「寒気移流」の２つが原因です。 
どちらも建物の倒壊や車の横転などの被害をもたらします。 
～空の変化に要注意！～ 
〇真っ黒い雲が近づき、周囲が急に暗くなる 
〇雷鳴が聞こえたり、雷光が見えたりする。 
〇ヒャッとした冷たい風が吹き出す。 
〇大粒の雨や「ひょう」が降り出す。 
危険と感じたら？ 
（屋内） 
〇家の１階の窓のない部屋に移動する。窓から離れる。 
（屋外） 
〇シャッターを閉める。頑丈な建物の物陰に入り身を小さくする 
（危険） 
〇車庫や物置、プレハブには避難しない。 
〇電柱や樹木は倒壊の可能性大 
〇飛来物の注意 

［問い合わせ先］南越消防組合 東消防署 予防指導課 
                   ☏４３－０１１９ 

第２回公民館運営協議会を開催しました 
 １１月８日（水）、北日野公民館運営協議会
を開催しました。上半期事業経過報告、下半
期事業計画などにつき説明、協議しました。 
沢山の意見をいただきましたので、今後新

しい取り組みをし、北日野地区を盛り上げて
いきたいと思います。 

公民館 館外研修（滋賀県の旅） 

１０月２２日（日）、２７名が参加し公民館

館外研修を行いました。秋晴れの中、滋賀県

石山寺と琵琶湖博物館で歴史を学びながら観

光もでき、充実した館外研修になりました。 

１殊詐欺に引き続き警戒をお願います。 
9 月末の特殊詐欺発生状況は、 計 22 件

4,500 万円で、被害が急増しています。詐欺の
電話やハガキはいつ来るかわかりません。引き
続き警戒をお願いします。 
２夕暮れが早まり交通事故が多発します。 
 例年年末に交通死亡事故が発生します。夕方
の活動時間でも真っ暗になってきます。運転者
は速度を控え、歩行者は反射材の励行をお願い
します。 
３犯罪被害者週間 
 11/25～12/1 は、犯罪被害者週間になってい
ます。犯罪被害や交通事故のご相談はどうぞお
気軽に。(連絡先：＃8103…警察本部の専門員直
通です) 
４指名手配被疑者の発見にご協力ください。 
 現在も全国で数百人の指名手配犯 
人が逃走中です。不審な人を見かけ 
たら警察までご連絡をお願いします。 

北日野公民館・北日野体育館大そうじお礼 
 １１月１２日（日）、公民館・ミニ体育館・小学校体育館の大そ
うじを行いました。日頃よりご利用いただく方々のご協力をいただ
き、中はもちろん外側も見違えるほど綺麗にしていただきました。
一生懸命に取り組んでいただき、１年間の汚れが取れて、綺麗な公
民館・体育館でまた新しい気持ちで活動することができます。大そ
うじに参加していただきました皆様本当にありがとうございまし
た。 

認定こども園北日野保護者 



                             

                             

                             

                 

［第 332 号]＜地区の将来像＞乳幼児から高齢者まで、笑顔と躍動あふれるコミュニティの形成   令和 5年 11月 15 日(4)  

夫婦池下の道路脇、池 
の左岸に生えている高さ 
10m ほどの落葉樹。樹皮 
は灰色で浅く縦にさけて 
はがれやすい。葉は長い 
枝があり互生するが 2 本 
並ぶ。10cm あまりの大き 
い 卵形でふちに不規則な 
ぎざぎざがある。6 月に枝先に 
花序を出しうす緑色の 1cm 
ほどの花が多くつく。花びら 
がく おしべ 5、めしべ 1。 
種は 7mm の球形で熟すると 
黒くなる。果柄が肉質で太く 
なり甘みがあって食べられる。 

ケンポナシ(クロウメモドキ科) 
西の登山口の木の 

下の湿った所に生え 
ている多年草。草丈 
80cm ほどで多く枝 
分かれし群生してい 
る。葉は対生し深緑 
色で長さ 10cm ほど 
先は細くなりとがる。 
茎は四角ばりでかたい。枝先に花穂を出し柄のある

うす青紫色の花を段々につける。花は筒状で長さ

1.5cm あまり。上唇は 3 つに切れそり返る。下唇は

2 つに浅く切れ長くつき出る。おしべ 4 のうち 2 は

長い。葉はにがくかむと元気が出て起 き上がると

いうことでヒキオコシ。山陰地方で見つけたので 
サンインヒキオコシと名がついた。別名エンメイソ

ウともいう。 

サンインヒキオコシ(シソ科) 

枝豆の収穫をしました 10/13 

問屋センターのイルミネーションが始まり
ました！【17 時～22 時頃まで点灯】 
 
 

ウェルカムダンス練習 10/21 コキアの種が育ちました！ 
春に公民館で配ったコキアの種があちら

こちらできれいに色づいています。また

来春も種の配布を出来たらと考えていま

す。またお知らせしますのでお楽しみに！ 

６月花 

表
紙
の
俳
句
は
、
北
日
野
俳
句
会 

小
泉
匤
功
さ
ん
（
矢
船
町
）
の
作
品
で
す 

編集・発行  越 前 市 北 日 野 公 民 館 

北日野地区自治振興会（北日野公民館内） 

メ
ー
ル
投
稿
、
原
稿
な
ど
は 

↓
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
♪ 

〒915-0052 福井県越前市矢放町 21-11 tel/fax:0778-23-4603 

        E-mail:kitahino_ko@city.echizen.lg.jp 

https://kitahino.jp/ 

お友達登録は→のＱＲコード
で 

 
 
 
 


